
加古川市の教育が目指す基本的方向  
学校園・家庭・地域、また校種間のつながりで育む教育により、子ども

の学びや育ちを支えます。 

 

加古川市の未来を担うすべての子どもの「生きる力」を育みます。 

 

子どもが安全に安心して学べる環境づくり、誰からも信頼される学校づ

くりを目指します。  
一人一人が豊かな人生を送ることができるよう、学ぶ続けることができ

る機会と環境づくりを進めます。  

                                     

第３期「かこがわ教育ビジョン（加古川市教育振興基本計画）」概要版 
１ 計画策定の背景 

○ 教育基本法に基づき、国や兵庫県が教育振興基本計画を策定する状況の中で、本市

も平成 22 年に「かこがわ教育ビジョン」、平成 28 年に第２期「かこがわ教育ビジ

ョン」を策定しました。 

○ 第２期「かこがわ教育ビジョン」の策定から５年が経過し、教育を取り巻く環境も

変化する中で、このたび、令和３年度を計画の初年度とする第３期「かこがわ教育ビ

ジョン」を策定しました。 

２ 計画の位置づけ 

○ 国や兵庫県が策定している第３期教育振興基本計画や、加古川市総合計画を含む他

の関連計画の内容を参酌しつつ策定した、教育の振興を図るための基本的な計画で

す。 

３ 策定体制 

○ 様々な分野からの外部委員で構成する検討委員会や、学校関係者を含む内部職員で

構成する検討幹事会を設置して審議を重ねるとともに、パブリックコメントを通じ

て、広く市民、関係者の意見を求め、その内容を反映させました。 

４ 計画の対象 

○ 市立の幼稚園や認定こども園、保育所、小学校、中学校、特別支援学校における教

育 

○ 家庭や地域における教育  

○ 計画の推進にあたっては、市内の県立、私立の教育施設とも連携を図っていきます。 

５ 計画の対象期間 

○ 令和３年度から令和６年度までに総合的かつ計画的に取り組むべき施策を示して

います。 

第１章 計画の基本的事項 

第２章 教育を取り巻く環境の変化と課題 
１ 大きく変化することが予想される環境 

（１）人口減少、少子高齢化の進展     （２）環境問題の深刻化   

（３）技術革新の進展           （４）グローバル化の進展 

（５）価値観やライフスタイルの多様化   （６）家庭や地域社会の変化 

（７）経済構造と雇用状況の変化      （８）学校の組織力強化と教職員の資質向上 

（９）教職員の働き方改革          （10）教育組織運営体制のあり方 

（11）学習指導要領の改訂          

（12）新型コロナウイルス感染症に対応した新しい時代の学校教育 

２ 加古川市の教育課題 

＜学校教育＞- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

・学力・学習意欲の向上     ・コミュニケーション能力の育成 

・道徳心や規範意識の向上    ・体力・運動能力の向上  

・基本的生活習慣の確立      

・子どもの発達や学びの連続性を踏まえた就学前教育の充実 

・個に応じた教育の推進  ・いじめや不登校、問題行動児童・生徒への対応 

・人権課題に対する対応     ・キャリア教育の充実 

・体験的・文化的活動の充実   ・教職員の資質能力の向上     

・若手・中堅教職員の育成    ・子どもと向き合う時間の確保   

・体罰のない指導の徹底     ・教職員のメンタル面のサポート 

・老朽化対策等の施設環境の整備 ・学校園の安全対策の充実 

・中学校給食の推進       ・少子化に対応した学校園の規模適正化 

・技術革新に対応した教育環境の整備 ・感染症対策の徹底 

＜家庭教育＞- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

・家庭教育力・道徳心の向上   ・子育て家庭への支援 

＜地域の教育＞- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  

・地域教育力の向上 ・地域コミュニティの活性化 ・指導者の育成 

＜青少年の健全育成＞- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

・青少年の社会参加の促進    ・青少年の非行問題等への対応 

＜スポーツ・文化＞- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
・学習機会の提供  ・生涯スポーツの振興  ・指導者の育成  
３ これまでの教育施策の推進状況 

○ 「かこがわ教育ビジョン」の基本理念である「ともに生きるこころ

豊かな人づくり」に基づき、「中学校区連携ユニット 12」や「学校運

営協議会」の活用等を通して総合的かつ計画的に教育施策を推進して

きました。 
○ 毎年度「教育アクションプラン」を策定し、施策を具体化するとと

もに、事業実施状況の検証や、評価結果に基づく改善を図ってきまし

た。 
４ 第２期「かこがわ教育ビジョン」の総括 

○ 平成 28 年度から令和２年度までの期間に総合的かつ計画的に取

り組んだ 60 の具体的な方針について、それぞれの成果、課題、今

後の方向性を整理し、第３期「かこがわ教育ビジョン」の策定に当

たっては、その内容を参酌しました。 

第３章 加古川市が目指す教育の姿 
目指すべき具体的な人間像 

努力する人 
自ら生きる力を育み 生涯にわたり 夢や目標に向かって 努力する人 

心あたたかい人 
互いに支え合い 命を大切にする 心あたたかい人 

行動する人 
未来を切りひらこうと 自覚と責任を持ち  主体的に 行動する人  

ともに生きるこころ豊かな人づくり 加古川市の教育の基本理念 

１ 地域総がかりの教育の推進  
２ 子どもの未来を切り拓く力の育成 
３ 質の高い教育を支える豊かな教育環境の整備 
４ 生涯にわたって学ぶことのできる環境の整備 

裏面に続きます 



４つの基本的方向に沿った 15 の重点目標を掲げ、本市の特色を生かした取組を進めます 

 
「加古川ならでは」の教育の推進「かこがわスマート・リンク」  

～「ユニット」「スマート」「ハートフル」をつなぐ加古川オリジナルの学び～  

 第１期、第２期かこがわ教育ビジョンの内容に基づいて事業を展開してきた中で、大き 

な成果を挙げてきた教育の柱を「ユニット」「スマート」「ハートフル」と位置付け、今後 

特に注力していきます。そして基本理念や目指すべき人間像の実現に向けそれらをつなげ 

る「加古川ならでは」の教育「かこがわスマート・リンク」を推進していきます。 

  

本市の大きな教育の特徴「中学校区連携ユニット 12」を活用した「タテ（校種間）」 

 の連携と「ヨコ（学校園・地域・家庭）」の連携による地域総がかりの教育 

⇒「ヨコ」の連携は学校運営協議会、「タテ」の連携は「学校園連携ユニット」として 

より一層充実させ、さらに深化させます。  

 

 

 これまで取り組んできた「ことばの力育成プログラム」による実践、「主体的・対話的 

 で深い学び」を目指した協同的探究学習 

 ⇒これらの取組をさらに推進し、未来を拓く学びの実現を目指します。 

 ⇒また、従来の教育と ICT のベストミックスを図り、超スマート社会を主体的・能動 

  的に生き抜く子どもを育成します。 

 

 一人一人が人権に対する意識を高め、お互いを尊敬し、ともに生きる社会の実現を目 

 指し、様々な取組を推進 

 ⇒さらに様々な人権課題への理解を深め、個々の多様性を認め、居場所をつくり、そ 

  れぞれの持つ可能性を最大限に引き出します。 

 

 

      

第３章 加古川市が目指す教育の姿 

⑪ 教職員の資質能力の向上を図る 

ユニット 

スマート 

ハートフル 

【かこがわスマート・リンクのイメージ】 

【第３期かこがわ教育ビジョン計画体系図】  
基本的方向 重点目標 具体的な方針 

   基本的方向 重点目標 具体的な方針 

基本的方向１ 

 

地域総がかり

の教育の推進 

基本的方向２ 

 

子どもの 

未来を切り拓

く力の育成 

重点目標① 

地域とともにある学校づ

くり 

重点目標② 

連続した学びを支える 

学校園連携ユニット  

重点目標④ 

遊びから学びにつなげる

就学前教育の推進 

重点目標⑤ 

未来を拓く学びの推進 

重点目標⑥ 

超スマート社会（Society5.0）＊ 

に必要な学び 

重点目標③ 

家庭の教育力の向上 

重点目標⑦ 

豊かな心の醸成 

①学校運営協議会＊の充実 

②地域コーディネーター＊、学校園支援ボランティア＊との連携・協働の充実 

③学校マネジメント機能の強化 

④青少年関係団体＊等との連携強化 

⑤放課後等の子どもの体験・交流活動等の場づくり 

①学校園連携ユニットを活用した取組の推進 

②小１プロブレム＊、中１ギャップ＊の緩和に向けた取組の充実 

③小中一貫教育＊の導入 

④高等学校等との連携 

①家庭や地域の教育力の向上に向けた取組の推進 

②親として成長する学びの推進 

③要支援家庭への支援体制の強化 

①幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿＊を踏まえた保育の充実 

②自立と協同の態度を培う多様な体験活動の充実 

③子育て支援の充実 

①「主体的・対話的で深い学び＊」の実現に向けた授業改善 

②理数教育の充実 

③英語によるコミュニケーション能力の育成 

④国際理解教育の推進 

⑤学校図書館の整備の推進及び読書活動の推進 

①ＧＩＧＡスクール構想＊の実現 

②ＩＣＴ＊を活用した学習活動の充実 

③プログラミング教育の充実 

④情報モラル教育の充実 

⑤ＳＤＧｓ＊との関連を意識した教育活動の推進 

①感性に訴える人権教育の充実 

②考え、議論する道徳教育の推進 

③「性的マイノリティ＊」への理解 

④様々な状況下における「生命」や「心」を大切にする教育の推進 

⑤子どもの絆づくりを進める心の絆プロジェクト＊ 

⑥ふるさと教育＊の推進 

⑦キャリア教育＊の充実 

重点目標のアルファベットは、教育の柱との関連を表す。

Ｕ：ユニット    Ｓ：スマート    Ｈ：ハートフル 
  

基本的方向３ 

 

質の高い教育

を支える豊か

な教育環境の

整備 

基本的方向４ 

 

生涯にわたっ

て学ぶことの

できる環境の

整備 

重点目標⑧ 

健やかな体の育成  
重点目標⑨ 

特別な支援や配慮を要す

る子どもへの支援 

重点目標⑩ 

誰もが安心できる環境づ

くり 

重点目標⑪ 

教育を支える仕組みの 

確立 

重点目標⑫ 

教職員の資質向上 

重点目標⑬ 

安全・安心な教育環境の

整備 

重点目標⑭ 

人生 100 年時代＊を支え

る学びの推進 

重点目標⑮ 

地域におけるスポーツ環

境の整備 

①体力・運動能力調査を活用した運動習慣の定着と体力向上 

②食育の推進 

③健康教育の推進 

①インクルーシブ教育システム＊の構築 

②多様な教育的ニーズに応じた相談・支援体制の充実 

③外国人児童生徒等への支援の充実 

①いじめ・不登校・問題行動等の未然防止・早期発見・早期対応 

②生徒指導体制の充実 

③子どもの心に寄り添う相談体制の充実 

④不登校児童生徒への支援の充実と多様な教育機会の確保 

①教育委員会の機能の充実 

②教育委員会及び学校園の取組に関する情報発信の充実

③教職員の勤務時間の適正化 

④チーム学校＊としての体制づくり 

①新たな教育課題や教職員のニーズに応じた研修の充実

②「指導と評価の一体化」のための学習評価の充実 

③大学等と連携した研修体制の構築 

④非違行為・ハラスメントの防止 

①学校施設老朽化対策 

②すべての子どもへの安全・安心な学校給食の提供 

③教材・教具の整備の推進 

④学校規模の適正化 

⑤安全対策の推進 

⑥感染症等の予防対策 

①図書館の利用促進 

②少年自然の家におけるプログラムの充実及び利用促進 

③公民館における講座の充実 

④公民館と学校園の連携 

⑤人権教育等の学習機会の充実 

⑥文化財の保護と活用の推進 

①多様なニーズに応じたスポ―ツの提供 

②各スポーツ団体等との連携の強化 

③スポーツボランティアの確保・養成 


